
様式１

請求日 決定日 公文書の件名 決定内容 担当局 担当

令和6年6
月1日

令和6年6
月17日

　5月3日の公開請求に対して中央区役所より公開決定(令和６年５月17日付大中魅第20 号)があり、請求対象文書として「運営方針自己評
価要領」、「「令和４年度運営方針策定要領」が特定されています。
　請求対象文書は次のとおりでした。
・「区民アンケート回答者の割合」で「区の施策及び事業等が回答者にどの程度浸透しているか」が判断できるとする根拠が示された文書
・個別評価「A」は、中央区民全体の状態がめざす状態に向けて順調であるとの判断ですが、「区民アンケート回答者の割合」でこのよう
な判断が可能であるとする根拠が示された文書
・「区民アンケート回答者の割合」でこのような判断が可能であるとする根拠が示された文書

　まず、公開された「令和４年度運営方針策定要領」には次の記載があります。
⑥ 2 アウトカム（成果）指標
記載例
・区民モニターアンケートで「・・・・」と回答した割合
　市政改革室が策定した「令和４年度運営方針策定要領」の内容について、
　「区民モニターアンケート」で得られた数値が、「めざす状態を客観的に測定できるよう数値化した指標」になるとする根拠が示された
文書を公開してください。

　次に公開された「運営方針自己評価要領」には次の記載があります。
・アウトカム指標について測定した数値を記載します。
・目標の最終年度でない場合、原則として、アウトカム指標の達成状況は、目標値と前年度数値（無ければゼロとみなす）から線形にみた
ときに、数値が上方にあれば「Ａ」、そうでなければ「Ｂ」と記入すること。

　中央区役所はこの記載に基づき、区民アンケートで得られた「新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた、情報が発信されていると思う
区民アンケート回答者の割合 65.6％」が「前年度 58.7%」を上回り、目標である「前年度実績以上」を達成したとして個別評価を「A」と
しています。この「A」との評価は中央区（民）の状態がめざす状態である「区民が必要とする新型コロナウイルス感染症に関する情報や
各種支援制度などの情報が適切に届いている状態」に向けて順調であるとの評価です。
　つまり中央区役所は区民アンケートの結果データをもって区民の状態がどのように変化したのかを評価しているわけです。

　区民アンケートの結果データの増減で中央区（民）の状態が把握でするとする根拠が示された文書を公開してください。前年度実績が
58.7% であり、当年度実績が 65.6 ％であることをもって、中央区（民）の状態がめざす状態に向けて順調であると判断できる根拠が示さ
れた文書です。
　なお、上記「運営方針自己評価要領」には「数値が上方にあれば『Ａ』、そうでなければ『Ｂ』と記入すること」と記載されているのみ
であり、なぜ「A/B」の判断ができるのかという根拠に係る記載はありません。請求対象文書はこの根拠が記載された文書です 。

不存在 号 市政改革室
改革プラン
推進担当

令和6年6
月13日

令和6年6
月25日

・令和５年度運営方針策定・評価要領
・令和６年度運営方針策定・評価要領
・令和５年度運営方針に係るＦＡＱ
・令和６年度運営方針に係るＦＡＱ

公開 号 市政改革室
改革プラン
推進担当

市政改革室　６月分

公開請求の内容及び処理状況

非公開事由
（7条該当号）


